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なビフィズス菌であるBifidobacterium breve YIT 10001を共培養した結果、2菌の協働作用によってGOSから
乳酸を介して酪酸が生成することが明らかとなった。また、ヒト糞便から分離したA. caccae YIT 12353 とG
OSをラットに共投与した結果、腸内で内在性のビフィズス菌が増加するとともに酪酸の産生が亢進したことか
ら、腸内でビフィズス菌とA. caccaeとの代謝協働によりGOSから酪酸が産生されたと考えられ、得られた以上


























 本研究によって、Anaerostipes caccae、Eubacterium hallii、E. limosum、Megasphaera elsdeniiおよび
Coprococcus catusが乳酸を酪酸に変換する主要な菌としてヒト腸内に存在することが明らかになるとともに、
A. caccae YIT 12353とオリゴ糖との組み合わせは、腸内における酪酸産生を制御し得る新たなシンバイオテ
ィクス（プロバイオティクスおよびプレバイオティクスの組み合わせ）として機能することが示された。さら
に、複雑な腸内細菌叢の中で、Anaerostipes属細菌という極めて限定された菌群の増殖および活性を促進する
特性をL-ソルボースおよびキシリトールが有することが明らかとなった。これら一連の知見は、腸内細菌叢の
代謝特性を利用した大腸や全身性の疾患予防法の開発に貢献できると期待される。 
 以上のように、本研究の成果は、微生物生態学のみならず微生物生理学領域において大きく貢献するものと
判定される。 
 
 平成31年 1月10日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
